
 

 

第７号様式（第４条関係） 

まちづくりアドバイザー登録票 

ふ り が な おざわ  くにひろ 

氏 名 小澤  邦博 

所属 (勤務先 ) 

まちなみ景観課へお問い合わせください 

連 絡 先 

専 門 分 野 バリアフリー建築設計、町並みバリアフリー、地域の活性化 

支援可能事項 

■ まちづくりの進め方(ワークショップなど)について 

■ まちづくりの事業手法や制度について 

■ まちづくりの計画・ルールづくりについて 

■ 建築制限、開発制限について 

□ 不動産鑑定、税務、法律について 

■ 防災まちづくりについて 

■ その他( 福祉のまちづくりについて ) 

支援可能事項

における実績等 

山梨県早川町地域活性化計画 

山村型商業拠点施設建設のためのプランニング 

 

道の駅「浪漫伝承館」 

利根村観光の情報発信基地建設 

ツイン曲がり屋＆パティオ建設 

 

昭島市地域振興シンポジウム 

昭島アキシマクジラ祭りシンポジウム 

 

八王子商工会議所におけるバリアフリー対策、福祉住環境コーディ

ネーター試験対策専任講師 

論文その他の実

績等 

福祉住環境、バリアフリー街づくり専門家としての講演実績 

学校      法政大学、郡山建工科学専門学校、青山専門学校 

会議所 東京都 立川商工会議所、八王子商工会議所 

    茨城県 石岡商工会議所、土浦商工会議所 

    山梨県 甲府商工会議所 

    静岡県 富士商工会議所 

    福島県 郡山商工会議所 

    長野県 佐久商工会議所 

商工会 山梨県 北杜市、南アルプス市、笛吹市、甲斐市、山梨市、 

        身延町、市川大門町、増穂町、道志村 

    茨城県 水海道市、三和町 

    徳島県 阿南市 

    神奈川 相模湖町、橘町 

    その他 



 

 

 

その他ＰＲ事項 

 

少子高齢化が大きな社会問題化しています。 

講演の仕事で日本各地に行きますが、駅に降り立つとまず目に入るのがシャッターを

下ろした商店の姿です。人通りもまばらな商店街の空洞化の現状は、寂しさ以外の何

ものでもありません。 

高齢化は今後ますます進んでいきます。これからの日本は高齢者問題を抜きにしては

考えられません。 

私は八王子で建築設計事務所を開設して今年でちょうど 25年になります。 

それ以前はアトリエ系の設計事務所と都市計画事務所に在籍していた経験がありま

す。当時は若かったこともあり、また社会も高齢問題はまったく話題には上ることも

なかったので、デザインポリシーは他に例を見ないようなもの、特定の人だけを対象

にしたものを追求していました。 

ところが 21 世紀になって社会構造が大きく変わりました。それと同時に私自身の考

え方も年齢と共に変化しました。 

家や街は、誰もが過ごしやすく、快適に暮らしやすい空間でなければならない。 

老若男女を問わず、身障者も高齢者も過ごしやすい空間、これがユニバーサルデザイ

ンです。バリアフリーだけでは快適な空間とは言えません。バリアフリーは当然のこ

ととして、空間デザインが加味されなければならないと思います。 

今まではマスコミも商店づくりも若者にターゲットを向けてきました。若者に気に入

られるような商品作りに力を注いできました。 

それがここにきて変わろうとしています。高齢者の大きな塊がマーケットして魅力あ

ることに気付いたからだと思います。また、高齢者の意識もかなり変わりつつありま

す。元気で参加意識の強い高齢者が増えてきました。 

私は福祉住環境の専門家として各地で講演しています。今までに作られた住宅は必ず

しも高齢者が生活しやすいようには作られていません。街並みや商業施設もそうで

す。しかしバリアフリー新法によってインフラストラクチャーはバリアフリーが義務

づけられました。民間の既存の建物も大小を問わずバリアフリー化が必要だと思いま

す。そうすることによって身体障害者や移動にハンディを持つ高齢者も参加すること

ができます。商業施設だけでなく色々な文化施設も多数の人に利用されることによっ

て、新たな交流が生まれる可能性があります。 

私は福祉住環境の専門家としてユニバーサルデザインの街並み、生活するのに快適な

街並み造りに力を注ぎたいと思います。 

 

 


